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一 般 質 問一 般 質 問

問　

平
成
21
年
に
完
成
し
た
大
滝
滝
沢

サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
は
オ
ー
プ
ン
以
来
ど

の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た

Ｂ
Ｍ
Ｘ
・
ラ
ン
バ
イ
ク
の
競
技
人
口
と

更
な
る
普
及
に
つ
い
て
。

答　

滝
沢
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
は
完
成
以

来
３
年
２
か
月
が
経
過
し
た
。
延
べ
約

６
千
５
百
人
が
利
用
し
て
来
た
。
年
々

伸
び
て
お
り
期
待
を
し
て
い
る
。
競
技

人
口
は
全
国
で
約
２
５
０
人
と
ま
だ
ま

だ
少
な
い
状
態
で
あ
る
。
ま
た
ラ
ン
バ

イ
ク
と
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
の
通
称

で
、
足
で
地
面
を
蹴
っ
て
進
む
自
転
車

で
ペ
ダ
ル
が
な
い
。
２
〜
３
歳
か
ら
バ

ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う
ス
ポ
ー
ツ
で
急
激

に
伸
び
て
い
る
。
既
に
全
国
で
約
６
万

人
が
利
用
し
て
い
る
。
滝
沢
コ
ー
ス
や

吉
田
龍
勢
ラ
イ
ダ
ー
ズ
カ
ッ
プ
等
の
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ン
バ
イ
ク

か
ら
Ｂ
Ｍ
Ｘ
ラ
イ
ダ
ー
に
転
向
す
る
可

能
性
も
高
く
、
滝
沢
コ
ー
ス
の
利
用
拡

大
と
地
域
の
活
性
化
に
期
待
し
て
い
る
。

●
本
庁
舎
等
建
設
設
計
の
進
捗

に
つ
い
て

問　

当
初
の
基
本
設
計
で
は
、
総
床
面

積
１
万
１
千
㎡
程
度
と
し
て
い
た
が
、

建
設
設
計
の
進
捗
状
況
は
。

答　

庁
舎
と
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
４
階
、
地
下
１
階
建

て
延
べ
床
面
積
は
９
６
２
８
㎡
の
予
定

と
し
、
合
築
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、

歴
史
文
化
伝
承
館
と
の
連
携
を
図
り
有

効
活
用
し
て
い
く
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
が

ら
に
も
「
市
民
を
守
る
安
心
」
な
機
能

を
充
実
し
た
建
物
に
し
た
い
。
建
設
費

は
44
億
円
を
予
定
し
て
い
る
。
来
年
の

７
月
着
工
し
、
平
成
28
年
の
３
月
完
成

を
目
指
し
て
い
る
。

地面を蹴って進むランバイク

市政への質問 　一般質問は、市政に関わる市の考えを聞いたり、議員が政策を提案したりするものです。
　各議員の質問項目は下記のとおりです（質問順に掲載）。

① 江田　治雄　（市民クラブ） ⑥ 大久保　進　（公明党） ⑪ 新井　康一　（日本共産党秩父市議団）
1 今年の節電対策 1 新しいゆるキャラを作らないのか 1 普通教室にエアコンの設置を
2 ＢＭＸとランバイクの普及 2 あの花聖地「ケヤキ公園」の整備は 2 臨時任用教員
3 本庁舎等の建設設計の進捗状況 3 ペタンクのジュニア育成は 3 布里山産廃予定地の取扱い
4 武甲山の緑化現状と今後の対策
② 福井　貴代　（公明党） ⑦ 五野上　茂次　（彩政会） ⑫ 冨田　俊和　（市民クラブ）
1 24 時間健康・医療相談サービスの導入 1 市民を対象とした各種スポーツの取組 1 観光行政
2 災害時要援護者の避難対策 2 通学道路 2 旧セメント跡地のマスタープラン
3 通学路の安全対策 3 高齢者医療 3 下水道の安全性の確保

③ 新井　重一郎　（新風） ⑧ 小池　治　（彩政会） ⑬ 出浦　章恵　（日本共産党秩父市議団）
1 間伐材利用によるバイオマス発電の拡大 1 芝桜観光客増加の為の来年の対応策 1 子ども・子育て支援制度
2 秩父市小 6・中 3全国学力テストの結果 2 西武線利用促進と同時にＣＳ向上協議を 2 病中・病後児保育
3 理科おもしろ実験教室今年度の新展開 3 秩父鉄道延伸百年記念事業の共同企画を
4 TPPが秩父の産業に与える影響の試算 4 観光立市秩父に備えたトイレ設置
④ 山中　進　（日本共産党秩父市議団） ⑨ 松澤　一雄　（彩政会） ⑭ 木村　隆彦　（市民クラブ）
1 大滝地域の 5年・10年後の将来像は 1 ミューズパークの運営状況と今後の方針 1 災害時における情報伝達
2 慰霊碑の維持、補修 2 マスタープランの進行状況と実施計画 2 今後の幼児教育
3 大滝小・中学校施設の利活用 3 復興支援財源等創出の特別措置 3 障がい者支援
4 大血川地区携帯不感地域解消
⑤ 金崎　昌之 ⑩ 金田　安生　（彩政会） ⑮ 上林　富夫　（新風）
1 市民満足度調査結果から 1 市長の公約と当面の問題点 1 市有地建設予定の太陽光発電事業者
2 子どもの貧困と学習支援 2 市民会館と市役所の複合施設の計画 2 市関係者の外国訪問
3 未婚のひとり親家庭支援 3 諸団体への補助金
4 生徒等に労働法の基礎学習を 4 国保海外治療費の現状
　※市議会ホームページのインターネット中継で、一般質問の様子をご覧いただけます。

Ｂ
Ｍ
Ｘ
と
ラ
ン
バ
イ
ク
の

普
及
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ　

市
民
ク
ラ
ブ　

江江え
だ
え
だ田田　　

治治は
る
お

は
る
お雄雄
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一 般 質 問一 般 質 問

佐
野
日
本
大
学
学
園
、
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
の
ご
協
力
を
頂
い
た
。
来
年

度
も
同
様
４
コ
ー
ス
で
実
施
す
る
予
定
。

◎
秩
父
市
の
産
業
構
造
の
現
状

◎
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
秩
父
産
業
に
与
え
る
影
響

◎
高
齢
化
対
策
と
し
て
の
街
づ
く
り

◎
独
居
高
齢
者
数
、
重
度
要
介
護
者
数
、

入
所
施
設
の
現
状
と
将
来
対
策

◎
市
立
病
院
産
科
開
設
の
具
体
的
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　
　

◎
「
小
・
中
一
貫
教
育
」
の
勧
め

問　

間
伐
材
（
地
域
資
源
）
を
用
い
る

バ
イ
オ
マ
ス(

Ｂ
Ｍ)

発
電
は
林
業
再

生
、
雇
用
創
出
、
売
電
収
入
の
一
石
三

鳥
が
見
込
ま
れ
る
。
更
な
る
拡
大
を
。

答　

固
定
買
取
制
度
に
よ
り
現
在
１
キ

ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
33
・
６
円
で
売
電
。

既
存
の
Ｂ
Ｍ
発
電
に
こ
だ
わ
ら
ず
発
電

方
式
の
変
更
や
規
模
の
拡
大
も
考
え
る
。

●
平
成 

年
度
、
小
６
・
中
３

全
国
一
斉
テ
ス
ト
の
結
果

問　

秩
父
市
の
結
果
と
県
平
均
と
の
比

較
と
今
後
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
対
策
。　

答　

小
６
国
語
と
算
数
の
基
礎
問
題
Ａ
、

応
用
問
題
Ｂ
共
に
県
平
均
以
下
。
中
３
、

国
語
基
礎
Ａ
県
平
均
よ
り
や
や
上
、
応

用
Ｂ
は
同
じ
。
数
学
Ａ
，
Ｂ
は
県
平
均

以
下
。
市
の
学
力
向
上
推
進
委
員
会
に

て
分
析
検
討
。
成
績
上
位
県
の
取
り
組

み
を
参
考
。
家
庭
学
習
の
習
慣
化
。

●「
理
科
お
も
し
ろ
実
験
教
室
」

の
新
展
開
と
今
後
の
展
望

問　

今
年
で
７
回
目
と
な
る
実
験
教
室

の
参
加
者
数
。
内
容
と
来
年
度
の
計
画
。

答　

１
９
４
人
の
希
望
者
を
抽
選
で
参

加
者
１
６
０
人
に
。
物
理
、
化
学
、
新

規
コ
ー
ス
生
物
、
地
学
を
加
え
た
４

コ
ー
ス
。
東
京
理
科
大
学
、
埼
玉
大
学
、

問　

市
民
の
安
心
と
医
師
の
負
担
軽
減
、

コ
ン
ビ
ニ
受
診
の
防
止
、
救
急
車
の
適

正
利
用
等
の
た
め
、
電
話
で
の
相
談
に

医
療
の
専
門
家
が
応
え
る
24
時
間
健

康
・
医
療
相
談
サ
ー
ビ
ス
導
入
の
見
解

は
。

答　

近
隣
の
町
で
は
小
鹿
野
町
と
皆
野

町
が
民
間
業
者
に
委
託
し
て
導
入
し
て

い
る
。
秩
父
市
の
人
口
規
模
で
年
間
７

５
０
万
円
が
必
要
。
県
の
動
向
や
２
町

の
実
績
状
況
を
見
て
検
討
し
て
い
く
。

●
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
対

策
問　

災
害
時
要
援
護
者
の
名
簿
作
成
と

情
報
の
共
有
化
お
よ
び
、
福
祉
避
難
所

の
設
置
に
つ
い
て
の
現
況
は
。

答　

平
成
21
年
度
か
ら
台
帳
の
作
成
手

続
き
を
行
い
、
現
在
４
７
３
人
が
登
録

し
て
い
る
。
住
ん
で
い
る
地
域
の
町
会

と
情
報
の
共
有
を
し
て
い
る
。
避
難
所

の
指
定
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
に
県

立
特
別
支
援
学
校
と
協
定
書
を
締
結
。

こ
の
他
、
知
的
障
が
い
者
の
た
め
の
施

設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
や
、
高

齢
者
の
た
め
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
等
と
、

福
祉
避
難
所
の
開
設
に
つ
い
て
、
本
年

度
中
の
指
定
を
目
指
し
て
打
ち
合
わ
せ

を
進
め
て
い
る
。

●
通
学
路
の
安
全
対
策

問　

小
学
校
通
学
路
の
緊
急
点
検
結
果

の
公
表
と
、
対
策
必
要
箇
所
数
76
か
所

の
状
況
は
。
花
の
木
小
学
校
周
辺
の
通

学
路
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
や
ゾ
ー
ン
30

の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

答　

今
後
公
表
す
る
。
76
か
所
の
う
ち

本
年
３
月
31
日
ま
で
に
52
か
所
が
対
策

済
み
。
花
小
周
辺
に
今
年
度
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
を
設
置
。
ゾ
ー
ン
30
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
度
に
規
制
エ
リ
ア
を
指

定
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

理科実験地学班

24
時
間
健
康
・
医
療
相
談

サ
ー
ビ
ス
の
導
入

公
明
党　

公
明
党　

福福ふ
く
い

ふ
く
い井井　　

貴貴た
か
よ

た
か
よ代代

内
発
型
産
業
創
出
に
よ
る

地
域
経
済
の
自
立

新
風　
新
風　

新新あ
ら
い

あ
ら
い井井

重重じ
ゅ
う
い
ち
ろ
う

じ
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
一
郎

25

グリーンベルトの
設置が予定されて
いる花の木小学校
正面の市道

福祉避難所に指定
された県立特別支
援学校

理科実験化学班
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一 般 質 問一 般 質 問

問　

若
い
力
が
Ｂ
Ｍ
Ｘ
を
は
じ
め
、
大

滝
紅
葉
ま
つ
り
で
も
中
心
と
な
り
担
っ

て
い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
応
援
し
て

い
く
か
将
来
像
に
つ
い
て
、
市
長
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

答　

取
組
み
を
大
事
に
し
た
い
。
中
津

川
イ
モ
や
大
滝
イ
ン
ゲ
ン
な
ど
高
知
県

馬う
ま
じ
む
ら

路
村
の
よ
う
に
特
産
品
で
産
業
を
発

展
さ
せ
、
自
然
や
環
境
、
地
域
の
豊
か

さ
若
者
や
高
齢
者
が
市
・
支
所
・
診
療

所
を
中
心
と
し
た
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
と
し
た
い
。

問　

高
齢
化
地
域
支
援
策
と
し
て
、
慰

霊
碑
（
旧
大
滝
村
遺
族
会
所
有
）
の
崩

壊
を
防
ぐ
た
め
の
補
修
に
つ
い
て
。
建

立
し
た
当
時
、
村
も
相
当
額
を
助
成
し

て
い
る
。
遺
族
会
も
高
齢
化
し
、
先
行

き
を
不
安
視
し
て
い
る
。
市
と
し
て
助

成
で
き
な
い
か
。

答　

町
会
と
相
談
し
、
遺
族
会
の
皆
さ

ん
の
要
望
に
沿
っ
た
支
援
策
を
考
え
て

い
る
。

問　

携
帯
電
話
ド
コ
モ
不
感
地
帯
解
消

に
も
市
が
本
腰
を
入
れ
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

答　

市
の
事
業
は
終
わ
っ
て
い
る
。
他

事
業
者
の
Ｌ
Ｔ
Ｅ
（
高
速
通
信
サ
ー
ビ

ス
）
導
入
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
競
争
の
高

ま
り
を
期
待
し
て
い
る
。

●
大
滝
小
学
校
・
中
学
校
施
設

の
利
活
用
に
つ
い
て

問　

26
年
度
か
ら
小
学
校
が
統
合
さ
れ

廃
校
と
な
る
。
中
学
校
も
そ
の
１
年
後
、

荒
川
中
学
校
へ
の
統
合
と
な
る
。
統
合

後
、
施
設
利
用
に
つ
い
て
有
効
な
利
用

策
が
望
ま
れ
る
が
。

答　

利
活
用
に
つ
い
て
地
域
、
町
会
・

婦
人
会
等
関
係
者
と
検
討
委
員
会
を
立

上
げ
対
応
し
た
い
。

問　

４
回
に
わ
た
る
調
査
結
果
で
「
雇

用
」「
市
立
病
院
の
充
実
」
等
は
、
重

点
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
な
が
ら

満
足
度
の
上
昇
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

　

ま
ず
「
雇
用
」
で
は
、
大
規
模
企
業

誘
致
に
こ
だ
わ
ら
な
い
着
実
な
雇
用
政

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
。

答　

こ
れ
ま
で
誘
致
が
実
現
し
た
の
も

中
小
企
業
が
中
心
。
ま
た
、
既
存
企
業

支
援
で
、
雇
用
拡
大
と
地
域
経
済
底
上

げ
に
期
待
し
て
い
る
。

問　
「
市
立
病
院
の
充
実
」
で
市
民
の

求
め
る
も
の
は
、
ま
ず
は
救
急
医
療
と

産
科
の
充
実
と
考
え
る
が
、
対
応
は
。

答　

産
科
の
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
財

政
支
援
は
惜
し
み
な
く
行
う
。

●「
子
ど
も
の
貧
困
支
援
」
対
策

を
問　
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
」
が
成

立
し
た
。
親
か
ら
子
へ
の
貧
困
の
連
鎖

が
指
摘
さ
れ
る
中
、
各
地
で
行
わ
れ
て

い
る
「
学
習
支
援
教
室
」
の
実
施
は
。

答　

教
室
開
設
は
考
え
て
い
な
い
が
、

貧
困
・
経
済
的
理
由
で
学
習
支
援
が
必

要
な
児
童
生
徒
に
つ
い
て
も
、
学
校
で

の
学
習
支
援
を
補
充
・
深
化
さ
せ
る
。

問　

未
婚
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
、

離
婚
・
死
別
の
ひ
と
り
親
家
庭
と
同
じ

く
「
み
な
し
寡か

　
ふ婦
（
夫
）
控
除
」
を
適

用
し
、
各
種
子
育
て
支
援
制
度
の
利
用

料
減
免
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
。

答　

近
隣
自
治
体
の
実
施
状
況
等
調
査

研
究
し
、
検
討
し
た
い
。

●
生
徒
等
に
労
働
法
の
基
礎
学

習
を

問　

若
者
の
使
い
捨
て
が
疑
わ
れ
る
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

　

生
徒
等
に
対
し
て
労
働
法
の
基
礎
を

身
に
付
け
る
機
会
を
提
供
す
べ
き
。

答　

今
後
も
、
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
機

会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

戦没者慰霊碑

地
域
支
援
策
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
団　

山山や
ま
な
か

や
ま
な
か中中　

　
　
　

進進
す
す
む

す
す
む

ブラック企業社会問題化を報じる新聞

市
民
満
足
度
調
査
の

結
果
に
つ
い
て

金金か
な
さ
き

か
な
さ
き崎崎　　

昌昌ま
さ
ゆ
き

ま
さ
ゆ
き之之
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一 般 質 問一 般 質 問

問　

別
所
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

お
尋
ね
す
る
。
野
球
場
と
陸
上
競
技
場

が
あ
り
、
中
学
校
の
県
体
予
選
も
行
わ

れ
る
会
場
で
あ
る
が
、
と
て
も
整
備
さ

れ
た
環
境
に
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
具

体
的
整
備
計
画
は
。

答　

新
規
事
業
の
支
援
は
難
し
い
が
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
清
掃
等
は
積
極
的
に
行
う
。

問　

公
式
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
球
場
の
設
置

に
つ
い
て
。
吉
田
取
方
の
総
合
運
動
場

に
１
面
あ
る
の
み
で
他
の
場
所（
影
森
・

羊
山
・
別
所
）
は
ど
こ
も
兼
用
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
あ
る
。
全
国
大
会
が
開
け
る
公

式
球
場
の
設
置
は
。

答　

毎
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
、

啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を
実
施
し
、
充
実
し

た
教
室
に
な
っ
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

に
つ
い
て
は
、
吉
田
の
野
球
場
を
利
用

し
な
が
ら
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
通
学
道
路
の
安
全
対
策

問　

歩
道
・
歩
道
橋
の
整
備
状
況
は
。

答　

通
学
路
の
安
全
点
検
を
行
い
「
安

全
対
策
５
か
年
計
画
」
を
策
定
し
、
可

能
な
も
の
か
ら
順
次
、
工
事
等
を
行
っ

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
状
況
に
つ
い
て
。

市
民
（
子
供
・
お
年
寄
り
）
が
安
全
に

通
行
で
き
る
よ
う
に
、
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

答　

通
学
路
を
含
め
て
、
市
全
体
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
ま
た
、
幹
線
道

路
を
始
め
、
生
活
道
路
な
ど
各
町
会
か

ら
要
望
さ
れ
た
道
路
整
備
を
計
画
的
に

進
め
て
い
る
。
今
後
、
財
源
が
厳
し
く

な
る
状
況
だ
が
、
整
備
計
画
を
策
定
し

進
め
て
い
く
。

◎
独
居
老
人
の
医
療
管
理

◎
訪
問
看
護
体
制

◎
緊
急
医
療

問　

そ
ろ
そ
ろ
新
し
い
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を

誕
生
さ
せ
て
地
域
活
性
化
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

答　

現
在
熊
本
の
「
く
ま
も
ん
」
深
谷

市
の
「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
」
な
ど
、
全
国

的
に
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
注
目
度
は
非
常
に

高
く
、「
く
ま
も
ん
」
を
使
用
し
た
商

品
が
１
年
間
で
２
９
３
億
円
も
売
れ
る

な
ど
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
地
域
活
性
化
の

大
き
な
力
に
な
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
最
近
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ブ
ー
ム

も
あ
り
、
市
民
か
ら
は
新
た
な
る
ゆ
る

キ
ャ
ラ
作
成
の
要
望
や
提
案
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
合
併
10
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
新
し
い
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
作
成
し
秩

父
市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

る
。
平
成
26
年
度
予
算
に
デ
ザ
イ
ン
の

公
募
や
着
ぐ
る
み
の
作
成
な
ど
の
関
連

費
用
を
計
上
し
、
合
併
10
周
年
と
な
る

平
成
27
年
４
月
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問　

公
募
の
方
法
と
「
り
ゅ
う
ご
ん
」

の
扱
い
は
ど
う
し
て
い
く
か
。

答　

全
国
的
に
公
募
を
し
て
い
く
。

「
り
ゅ
う
ご
ん
」
は
新
し
い
ゆ
る
キ
ャ

ラ
と
と
も
に
活
用
し
て
い
く
。

問　

あ
の
花
聖
地
「
ケ
ヤ
キ
公
園
」
の

危
険
個
所
の
整
備
は
。

答　

ケ
ヤ
キ
の
枯
れ
枝
等
が
落
下
し
て

危
険
で
あ
り
昨
年
度
よ
り
専
門
業
者
に

依
頼
し
伐
採
し
て
い
る
。
今
年
は
葉
が

落
ち
た
11
月
頃
を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
園
内
の
ぬ
か
る
み
に
は
砂
利
等
を
敷

き
詰
め
て
安
全
を
確
保
す
る
。

問　

ペ
タ
ン
ク
の
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
は
。

答　

学
童
保
育
室
や
各
小
中
学
校
に
ご

協
力
頂
き
、
試
験
的
に
実
施
し
ノ
ウ
ハ

ウ
を
蓄
積
し
な
が
ら
普
及
を
考
え
る
。ゆるキャラグッズ

観
光
行
政
に
つ
い
て

公
明
党　

公
明
党　

大大お
お
く
ぼ

お
お
く
ぼ

久
保
久
保　　

進進
す
す
む

す
す
む

市
民
を
対
象
と
し
た

各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
取
組

彩
政
会　

彩
政
会　

五五ご
の
が
み

ご
の
が
み

野
上
野
上
茂茂し

げ
じ

し
げ
じ次次

整備が望まれる別所総合グラウンド


